
きおくみらい・出前講座で 
実施しているプログラム一例 

 

■桃＝低学年向け 
■橙＝中学年向け 
■緑＝高学年向け 
■青＝中学生向け 

 

※対象学年と時間は目安です 
※ねらいにあわせてプログラムを提案します 



 ① 新聞スリッパ (5分～10分) 

新聞紙を使ってスリッパを作る。 

被災後の生活をイメージし、日頃の備えを 

考えるきっかけとする。 



 ② 防災ダッグ (10分～15分) 

災害ごとの身の守り方について 

どうぶつの真似をしたポーズをとり 

ゲームをしながら体を使って覚える。 
※防災ダッグ…日本損害保険協会が開発し、頒布しているゲーム。 



 ③ 伝言ゲーム (15分～20分) 

班ごとに１列に並んで伝言し、最後の人が紙 

に書いて全体へ発表。情報を正しく聞き取り 

正しく伝えることの大切さと難しさに気付く。 

縦割り班活動におすすめ。 



 ④ 防災クイズ(5分～15分) 

見学で学んだことの振り返りと、災害時の 

身の守り方に関するクイズ。 

場合によっては、YES/ＮＯカードを使う。 



 ⑤ 危険か所探し(10分～20分) 

地震発生時の学校・家・町中における 

危険か所を探し出し、どのように行動すれば 

良いか学ぶ。 

 



 ⑥ 防災かるた(30分) 

大型防災かるたをグループに分かれて行う。 

取った人が札の裏に書いてある解説を読み 

上げ、防災に関する豆知識を学ぶ。 
※防災かるた…新潟県精神保健福祉協会こころのケアセンターが開発し、  
頒布しているかるた。 

 



 ⑦ 防災クロスロードゲーム(15分) 

災害時の判断に迷う状況(2択)を想定し、 

自分だったらどちらの行動を選ぶか、理由も 

あわせて発表する。 

※クロスロード＝分かれ道 



 ⑧ iPadで震災マップ探索 (20分) 

2人1組でiPadを使い、中越地震における 

各地の被災～復興の様子を調べ、ワーク 

シートに記入し、発表する。 

※一度に40名程度利用可能。 



 ⑨ 語り部の講話(20分) ※有料 

体験談を聞き、質疑を行う。目的に合わせた 

語り部のコーディネートが可能。 
例）小学校6年生で被災しメモリアル施設で働く若手職員 

  被災体験を話しながら災害食の実習を行える女性 など 



 ⑩ 避難所運営ワークショップ(30分) 

グループに分かれ、避難所で起こりうる問題 

に対してどう対応するか解決策を考える。 

生徒の実情（個人で思考を深め文章にすることが得意／話合いが活 

発 など）に合わせてワークの形式をアレンジ可能。 



 ⑩ 避難所運営ワークショップ(30分) 



 ⑩ 避難所運営ワークショップ(30分) 
ワークショップ後の感想より 



 ⑪ 避難に必要なものは(30分) 

グループに分かれ、大きさの違う10個のアイ 

テムの中からスーツケースに収まる組み合わ 

せで、避難時の持ち出し品を選ぶ。日頃の備 

えについて考える。 



 ⑪ 避難に必要なものは(30分) 



 ⑫ みんなで分けよう(45分) 

グループに分かれ、与えられた役割や条件の 

もと、物資をどう分けるか話し合う。話合い 

を振り返るワークシートあり。災害時の 

コミュニケーションの重要性に気付く。 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16

